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日系アメリカ人の適応に関する一考察

一｢成功物語」再考一

TheAdaptationofJapaneseAmericans

-ReconsiderationofTheirSuccessStory-

本多千

ＣｈｉｅＨｍｄｑ

雷「
』し、

A1thoughalonghistoryofdiscriminationandprejudiceagainstJapaneseAmericans

duringwhichtheywerｅｖｉｅｗｅｄａｓａｎ“unassimilable，，problemminoritybythelarger

society，theJapaneseAmericansweresubsequentlydeclaredtobea“successful，，model

minority･Ｔｈｉｓ“success，，attractednotonlysocialattentionbutalsoacademicinterestin

theadaptationofJapaneseAmericans、Inthispaper，Iwillexaminetheorieswhichhas

beｅｎａｐｐＩｉｅｄｔｏｔｈｅｃａｓｅｏｆＪａｐａｎｅｓｅＡｍericalls，ｔｈａｔｉｓ，“assimilationtheory,，，“theoryof

generation,'，ａｎｄ“midlemanminoritytheory.'，Althoughtbeseperspectivesaresuggestive，

theyprovideonlyincompletepicutresoftheadaptationofJapaneseAmericans、Iargue

thatallthesetheoriesfailtoincorporateaninfuluentialfactor，“strategy,”intotheir

frameworks，InordertofullyunderstandtheadaptationofJapaneseAmericans，Ｉｗｉｌｌ

developaframeworkconsistingof“context,１，“ethnicity1，ａｎｄ“strategy,”whichinHuence

eachother・Ｉｎｔｅｒｍｓｏｆｔｈｉｓｆｒａｍｅｗｏｒｋ，theadaptationofJapaneseAmericanswillbe

historicallyreinterpreted．

の適応を説明する分析枠組を提示し，それに基づいて歴

史的に日系アメリカ人の適応のプロセスの再解釈を試み

たい。

１．はしめに

第二次世界大戦liijのアメリカ社会に」ずいて「帰化不能

外国人｣，「敵国人」として，法的，経済的，社会的な差

別や偏見を甘受してきた日系アメリカ人は，戦後一転し

て，「モデル・マイノリティ」としてアメリカ社会の賞

賛の的となり，「日系アメリカ人成功物語」の神話が生

まれた。アメリカ社会において，この｢Ｉ系アメリカ人の

｢成功」は，マス・メディアに取り上げられる等の大き

な反響を呼んだだけでなく，社会科学においても研究の

対象とされ，その適応をめぐって様々な分析が行われて

きた。

本論では，日系アメリカ人の適応にⅢいられた人極・

エスニック理論であり，日系アメリカ人の分析枠組を考

えていく上で有意であると考えられる同化理論，世代理

論，ミドルマソ・マイノリティ理論のそれぞれの視点を

概括し，これらの検討を踏まえた上で，日系アメリカ人

2．日系アメリカ人の適応をめぐる理論

これまで日系アメリカ人の適応をめぐって，文化およ

び第一次的柵造（微視的な人間関係等）を重視する同化

理論の視点，「111:代」ごとの適応を考察した世代理論の

視点，および第二次的構造（巨視的な経済構造等）にj1ｋ

点を置くミドルマン・マイノリティ理諭の視点から餓諭

がなされてきた。これらの視点は１１糸人の適応を考える

上で有意であると思われるので，以下で各含について検

討を加えたい。

1）同化理論の視点

同化理論はシカゴ学派のＲ・ペークをその創始者と

し，Ｍ・ゴードンによって体系化された。パークは「人

種関係循還」理倫を提示し，移民の適,応は「接触（ＣＯル
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tact)｣→｢腕合（competition)｣→｢応化(acommodation)」

→｢最終的な同化（evelltualasslmiIation)」という過程

を経ると主張している。この過程は不可逆的で継続的な

ものとして捉えられている、。さらに，パークは同化に

影響を与える要因として，「移民の文化とコア社会の文

化の頬似度」や「マジョリティの侃見｣｡)，「ホスト集団

の第一次的関係に包合されている程度｣3)，「可視性，隔

離性｣9)等をあげているが，これらを体系的なモデルにす

るには至らなかった。

Ｍ・ゴードソは，，ミークの「同化」概念を雑ｲﾐ的に引

き継ぎ，「lii化」の体系的な分析枠組，「F1化変数」を提

示しているo)。移民の適応を「l1jl化過程」として捉え，

７つのｌＩｉ化の段階に分類している。すなわち，それらの

同化の段階とは，「文化的及び行動的同化(culturaland

behavioralassimilation)，「構造的同化」（structuraI

assimilatlon),「婚姻的同化」(maritalassimilation)，態

度受容的同化(attitudereceptionalassimilatio､)，「自

己同定的同化」（identihcationalassimilation)行動受容

的同化（behavioralreceptionalassimilationL公民的

同化(civicassimiIation）である。ゴードソによれば，

文化変容は必ずしも他の同化過程につながらず，構造的

同化が全ての同化過程の鍵を握っている。柵造的li1化が

進めば，蛎姻的同化へと移行し，婚姻的lI1化が進むにつ

れてエスニック・グループとコア社会との境界が消失

し，自己同定的同化につながる。そして，それによって

態度受容的同化および行動受容的同化の過稗が生じ，最

終的に公民的同化の状態に達するとしている。また，橘

造的な隔離は文化変容を含めた他の同化過樫を遅滞させ

ることも指摘している。ここでの「構造的同化」は微視

的な「柵造」に関するもので，具体的には移民がホスト

社会の社交クラブや組織及び公的組織へ参加し，コア社

会の成員と一次的な関係をもつようになることを指して

いる。そのため，ゴードンの分析枠組はli視的な，第二

次的構造を十分に考慮していないという批判は免れない

であろう。しかしながら，ゴードソが，アメリカのエス

ニヅク・災団の現状を「文化変容」と「櫛造的多元化」

として特徴づけている点は砿要である。

｜iI1化理論の視点は，「同化」概念n体が民族【''心主義

的なアソグロ同調（Anglo・conformaity）を前提として

いるとの批判を受けてきた。しかし筆者は同化理論の

主たる問題点は，むしろ，エテニシティの炎lll的な側面

が強調されている点，適応が文化的にはＷＡＳＰ文化に

近づき，柵造的にはコア社会に組糸込まれていく，一方

向的で漸進的な現象として捉えられている点にあると考

える。

2）「|止代｣011論」の視点

「世代理,iiIi」はエスニック集団全体としてではなく，

｢世代」という分析概念を用いて適応のIlU題を捉えてい

る。この理論の前提となっているのは，エスニック集団

の成員の帰属意識は全体としてのエスニヅク集団に対し

ての糸ならず，社会的，歴史的過程の'１，で''１じ位置づけ

をもつ「世代」に対しても向けられるということであ

る。また，世代の共有は，ある特定の経験，思考や経験

の形態，雁史的な行為の特徴的な型を共有することを意

味しており，移民の適応の分析におして，重要な概念の

一つとなっている6)。Ｍ､ハンセンによって主恨されてい

る世代E|輪は，移民の民族文化は世代が進むごとに消失

するのではなく，三世においてその復興の兆候が承られ

るという識倫を展開している。－世は阻圃の民族文化を

当然のものとして親しむが，二|比になると，そのアイデ

ンティティの不安定さゆえに，そのほとんどが民族文化

を忘れてコア社会の文化に同化しようとする。しかし，

アメリカ生まれの両親を持ち，アメリカ人としての安定

したアイデンティティを持つ三世に至って，二世が忘れ

去ろうとした民族文化を復興する動きが承られるという

のである7)。

この理倫の特徴は，同化理論が移民の民族文化の変容

を一方lfIj的なものと捉えていたのに対し，移民の文化的

適応に１sいては三世に至って民族文化に立ち戻るという

動きが見られることを指摘した点である。

3）ミドルマソ・マイノリティ理論の視点

ミドルマン・マイノリティ理論は，Ｅポナキヅチと

J、モディルによって精敏化された。この理論は，アメリ

カの歴史（特に経済史）のなかで，ある極のエスニック

巣団は支lid者集団と被支配者集団の間に組み込まれ，ス

ケープ・ゴートとしての役割を果してきたことによって

適応が方向づけられてきたと考え，エスニシティの手段

的な迦｛Ｎｉという側面を強調している。ポナキッチとモデ

ィルは，このミドルマン・マイノリティの主要な特徴と

して，そのマイノリティの「エスニックな連帯」（エスニ

ヅクリSlHの社会的な特徴)，ニスニックな述帯を基盤と

した「'１，t兇模なビジネスへの雌中」（エスニック集団の

経済的な特徴)，「社会的敵意」（コア社会の反応の特徴）

をあIf，これらの要素が相互に関連していることを指摘

している。

ポナキヅチとモディルはこのようなミドルマソ・マイ

ノリティの理論として，「コソテクスト理論｣，「文化的

理論｣，「状況理論」を取り上げ，ミドルマン・マイノリ
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Ｗ・ピーターセンは,Ｒ､ペラの「TokugawaReligion」

に言及し，「１１本的価値である勤勉，節約，親孝行は西

洋文化でいうところの「プロテスタント倫理」と類似し

ている」と主張し，このような''11i値もふくめて日本の文

化的な遺産が他のマイノリティ集団が達成できなかった

｢成功」をもたらしたとしている'4％さらに，後の著作

においては，文化的多元論の視点から１１系アメリカ人の

適応を捉えているコピーターセソは全ての成員がほぼ自

動的に一体化する日意識的連'''１Ｆ集団としての「サプネー

ショソ（subnation)」概念を提示し，日系人の「成功」

をこのサプネーショソに帰しているコピーターセソは日

系アメリカ人が祖国１１本に高い誇りを持ち，強いエスニ

ックな連帯を維持していたことが，逆にアメリカのコア

ネヒ会に適応し，その文化変容が促進されることにつなが

ったと主張している。彼は，また，日系アメリカ人の適

応の現状を「公的役割における文化変容と私的役剤にお

ける文化的多元化，公的領域における第二次榊造的同化

と私的領域における第一次構造的多元化」として捉えて

いる'5)。

ピーターセンは，日系アメリカ人の集団的な連帯性を

日本文化の特徴として捉え,それが第二次櫛造的要因(例

えば，fljlⅡ釘1りな差別）による機能的な必jlKjlI2の結果であ

ったという側面を十分考慮していない。しかし，ピータ

ーセンが，公的領域における適応状況と私的領域におけ

る適応状況が`必ずしも整合的ではないということを指摘

した点は評I11iされよう。

Ｗ、コーディルは「日本文化とアメリカの中流|階級の

白人文化は，礼儀正しさ，権威や親の願朝を尊雨する

点，共同体に対する義務感，勤勉さ，澗潔さ，ＩＪＩ人によ

る長ltlllWな'1願の〕護戊の強調，↑11職を受けない行動に対

する（罪というより）恥，体裁を繕うことの電要性等に

おいてjLjIu点がある」と述べさらに，Ⅱ本文化がもっ

ている「状況に敏感で感情．特に攻撃性を抑える」とい

う心理的な適応のメカニズムによって，白人の雇用者か

らも同僚からも好ましい評価を得，職場に適応したと主

張しているM')。

これに対して，１１．キタノは，’1本｢1ﾘl111i順の特徴では

なく，「適応機ｉｉＥＩ化」に宵目している、キタノはコーディ

ルを批判し，Ⅱ系アメリカ人が現在の「成功」を成し遂

げたのは，ロ木的m1ilii1iと白人中流階級のＩｌ１１ｉ値が類似して

いるからというよりも，日本的価値自体が｢適応機能性」

を有していたからであると主張している。キタノは，日

系アメリカ人のもつ文化が古典的プロテスタントの理想

的な規範とされる成功への熱掴と，n本的価値である

ティ現象を説lU1しようとしている。「コソテクスト理論」

は，この現象をミドルマソ・マイノリティが存在する

社会（伝統的社会，ステイタス・ギャップのある社会）

の特徴として捉えている。「文化的ITM論」は，ミドルマ

ン．マイノリティ現象の説明をマイノリティのもつ文化

的な特徴（プロテスタントの倫理に緬似したII1li(lriや，独

固なエスニックな述帯）に求めるものである。「状況理

論」はミドルマソ・マイノリティ現象を歴史的状況の榊

造，すなわち，マイノリティの置かれていた「ストレソ

ジャー」や「滞在者」という状況によって説Ⅲ]しようと

するものである8)。

ポナキッチとモデイルのミドルマン・マイノリティ理

論は，コア社会の歴史的，経済的榊造をその分析枠組の

なかに取り入れ，また，§ドルマン・マイノリティの特

徴が相互に関連していることを指摘しているﾙﾊﾟについて

は高く評価すぺぎであろう。しかし経済的な利害を『'’

心に捉え，ニスニシティの政治的な，社会的な唯盤を十

分に考慮していない点は批判されよう。さらに，人極的

な可視性もコア社会の反応に影響を与えるものとして考

慮する必要があるであろう0)。

３．同化理論，世代理論，ミドルマン・マイ

ノリティ理論の日系人研究への適用

の批判的検討

日系アメリカ人の適応に関する研究の多くは，同化理

論の視点に依拠し，現在の日系アメリカ人の適応状況

(＝成功）の説IU1において日本文化，特に11本的価liriを

強調し，日本文化とＷＡＳＰに代表されるアメリカ'１'流

階級の文化との賦似性あるいは日本文化のもつ機能性に

その論拠を求めている。

パークは「最終的な同化」を前提としていたためか，

日系アメリカ人の社会適応に対してもきわめて凝観的で

あった。彼は「ロ系移民の強い同化志向」「効率的な組

織｣，「応化された，適合的な行動｣'0)，あるいは「１１系

アメリカ人二１１ｔが時に「アメリカ精神」と呼ばれるもの

に染まっていること｣11）等をあげ，当時の排、通勤も単

なる一過性のnllMHであり，最終的な同化によって解消さ

れると考えていた'@)。他方で，パークは|I系人の「肉体

的な特徴」が同化への主な妨げになっていることを折摘

している。問題なのは日本人の精神ではなく，肌であ

り，その肌の色こそが「黄禍」という脅威の象徴となっ

ていると述ぺている13)。しかし，パークはこのような問

題をもつエスニック集団にも人種関係循還モデルが適川

できると考えていたのである。
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｢敬従｣，「|可澗｣，および「妥協」等を合わせ持っていた

ため，コア社会の敵意を高めることなく，現在の地位を

盤得することができたと述べている｡キクノはこのよう

に適応過程におけるロ本的llllililliの機能をｌｗＩ'''iしながら

も，日本的な規範的価値である「遠慮」によって導かれ

る-浬の行為，「遠慮症候群（enryosyndrome)」が，、

系アメリカ人の適応に及ぼしたマイナスの影響も考慮し

た上で，日系アメリカ人の適応過程を検討してゆく必要

があることを指摘している。キタノは'「遠Ni〔症候群」は

決してアメリカ人に理解されなかったが，その行動に現

れた非攻撃性と高度の同調性は白人から'｢i<評価されて

きたと述べている。しかし，他方では，その蟻牲は大き

く，個人の潜在能力の発達を妨げてきたことにも言及し

ている17)ｃ

これらの同化理論の視点から見た日系アメリカ人の適

応過程の解釈は一面的な日本文化賞賛に陥る危険性のあ

るものが多く，他のマイノリティ・グループ（例えば，

アフリカ系アメリカ人，メキシコ系アメリカ人等）の文

化的劣性を主張する文化的イデオロギーにつながるとい

う批判を受けてきた。Ｐ・タカギ'8)は，外１N文化がアメ

リカの中産階級と類似していることによって「成功」を

説,ﾘ]するとしった姿勢は文化進化論的な発想であり，こ

のような方向で研究，理論化を進めることは危険である

と述べている。また，Ｅ・ポナキッチと］・モディルは

このような「成功」物iMiの視点を「自己批健的な文化i'9

多元論」であるとして批判している'9)・

世代理論も日系アメリカ人のケースに適用されてき

た。日系アメリカ人の研究において，日系人の歴史的な

経験が世代によって大きく異なること：0)，また日系アメ

リカ人の間で日集団を誠別する表現として''常的に'Ⅱい

られていること２，)から「世代」が重要であることが指摘

されている。世代理論にjzKられる移民の「世代」ごとの

適応の特徴はＨ系アメリカ人のケースにも家られること

が，いくつかの研究によって報告されている")。しか

し，この理論は，白人系ヨーロッパ移民をモデルに''w簗

されているため，日系アメリカ人に適用する際には，人

種的可視性等の特徴を十分仁考噸する必要があると思わ

れる。

ポナキッチとモディルはミドルマソ・マイノリティ理

論を用いて，，,系アメリカ人の適応過程を''１代別に考察

している。その結果，「文化理繍」と「状況理論」が，

戦前の日系人，一世や年輩の二世’あるいは教育レベル

の低い二世にほぼ適用できるが，戦後の'１糸人’特に三

世には当てはまらないと結論づけ，以下のように説明を

おこなっている。一世は，鵬|J1志向，家族志向が強く，

勤労や節約に価値を置く日本文化を持込んだこと，一時

的滞在という状況にあったこと，また，コアド'二会の差別

によってエスニック・コミュニティ内部で経済活動を行

うことを余儀なくされたことによって，ミドルマン・マ

イノリティ状況に至った。しかしこの経済活動の基盤

も第二次世界大戦の際の強ilill立ち退きによって崩壊し

た。第二次大戦後は，戦前の差別の体験などからエスニ

ック・コミュニティを再建し，そこに留まって経済活動

を行うことを好むごく一部の日系人を除いては，多くの

ロ系人がニスニック・エコノミーを離れ，コア社会の経

済臓造のなかに組承込まれていった。そして，教育もこ

の過程を促進した33)。

以上，Ⅱ系アメリカ人の適応過程を既存の理論的枠組

によって検討してきたわIナであるが，いずれの理論によ

っても日系アメリカ人の適応は十分に説明されていない

ように思われる。｜rij化理論の視点およびミドルマソ・マ

イノリティ理論の視点の問題点は，適応は様々な制約を

受けながらも，移民の意図を反映しているという側面を

十分に考噸していないことである。しかし，同化理論か

ら得られた示唆としては，コア社会の文化や構造への適

応におして日本文化が機能性をもっていた点があげられ

る。ミドルマン・マイノリティ理論の視点においては，

11系人のミドルマン・マイノリティ的な適応は，日本文

化の特徴（勤勉，｜可胞意識の強さ)，ｌ]系人のlfiかれて

いた歴史的状況（滞在者）によってもたらされたという

指摘が有恵であろう。以上のような検討を踏まえ，日系

アメリカ人のエスニシティと適応に対する理解を深化さ

せるために，移民、身の意志によって選択される「スト

ラテジー」の観点をＤＩＩえ，以下でその分析枠組を考えて

いきたい。

４．日系アメリカ人の適応をめぐる分析枠組

日系アメリカ人の適応をめぐる研究において，前節で

みてきたように，同化理論とミドルマソ・マイノリティ

理論は，適応に関して前提を異にする視点として捉えら

れ，それぞれの立場から不毛な論争を繰り返してきたよ

うに思われる。前者はエスニシティの文化的，表出的な

側I甑を、後者は経済的，手段的な側面を中心に捉えてい

るため，liW者ともエスニシティについて偏った解釈にljiil

る傾向があり，適応過程の理解が妨げられてきたと思わ

れる。適応の分析において，エスニシティを様々な状況

に応じて手段的にも，表出的にも変化するプロセスとし

て捉える必要があろう。
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協会」（1908年）等の組織にj:尖られるように，手段的な

機能も果たしていた。

－世の「ストラテジー」は，初期には「錦衣帰郷」を

目的としていたため，より多く蓄財を貯え，帰国するこ

とを目指す「滞在者（出稼ぎ労働者）ストラテジー」で

あった口定祷１１１１にはいると，一世の「ストラテジー」は

農地所ｲijlllや小規模事業経燭者を目指す「滞在苫（小資

本家）ストラテジー」へと移行し，次第に「永住者スト

ラテジー」も芽生えていった2J)。

一世の適応は，「コンテクスト」によって大きく制約さ

れたものであった。アメリカ大|塗に到着した日本人移民

は人髄・乢族差別的な賃金lljll，コア社会の経済|岻造の底

辺に組み込まれていった27)。Ⅱ本人移民が低廉な労働力

を提供したことから，白人労働者の多くは失業の脅威を

感じ，｜]本人労働者を排斥するよう;こなった。その排斥

は個人レベルのものから次第に労働組合等を巻き込裂，

｢アジア人排斥協会｣が船!｣１，される竿.組織化されたもの

となった。１１本人移民はコア社会の底辺の労働荷階級か

ら出発したが，勤勉と節約によってある程度の資本を蓄

え，また，エスニックな迦・llfによって相互扶助を行うこ

とで，その階層を上昇移動しつつあった28)。都市部で

は，排し1の気運が高まっていたため，エスニック集団の

成員を雇川者とした小規模な事業（ホテル，レストラ

ン，床屋，雑貨店等）の経営へと「ストラテジー」を変

災する者が増加した。このような一世の商業の発展に対

して，排斥がおこなわれたが，エスニックな同盟や組合

を結成し，これに対抗した。また，農村部でも，農業労

働者から腱業者（歩合ＩＪＩ作から現金借地，さらに腱地所

有者）へとストラテジーを修正し，定住への動きがみら

れた。このような日本人移民の地位向上の動きに対し

て，「帰化不能な外国人」の土地所有を禁止する外国人

土地法（1913年)，第二次外凪人土地法（1920年）が制

定されたが，エスニックな土地会社を組織する等の対策

が講じられた。また，第二次世界大戦に向かって日米関

係の悪化する中で，日露戦争以降は日本のあり方，日本

の軍事力拡張への懸念が高まり，黄禍論が横行し，日本

移民排斥の動きがサンフランシスコの東洋人学童の隔離

（1906年）等の行政レベルの差別となって現われた。さ

らに，１９２４年排日移民法のiljll定によって，－世は「帰

国者ストラテジー」か「氷生者ストラテジー」かの選択

をせまられた29)ｃそして，第二次世界大戦に至っては，

大統領令（1942年）に基づき，西部三州のロ系人は敵

性外国人として強制収容所へ巡行され，コア社会とは全

く隔離された生活への適応を余儀なくされたのであっ

適応は単なる受動的なプロセスではなく，以下に定獲

するような「コンテクスト｣，「ニスニシティ」，「ストラ

テジー」によって規定され，また，逆にそれらを規定す

る相互作用的なプロセスとして捉えることができるであ

ろう。ここで，「コソテクスト」を「移住先国のコアドヒ会

の経済的，政治的，社会的，文化的状況といったﾀﾄﾛ9喋

囚」と定義する。とりわけ重要なのは，制度〔1０，lMilllll1的

な差別やⅢi見の度合等，移民のコア社会への参加のあり

方に影響を与える要因である。さらに，日米関係，日本

のあり方等の「|型際的な状況要因」も含めて考える。「エ

スニシティ」については，「'11111社会の文化や価値観，

人種的な特徴，移lqが移住先風において歩んだ歴史の｣し

有を基盤としたエスニック集団の成員間の連帯あるいは

エスニック集団への観念的な帰属愈識」として捉える。

｢ストラテジー」は「移民がI｣指す将来の生活像を実現

させるための意図的な行動の選択，操作」と捉える。

そこで，以下，１１糸アメリカ人の適応過程をul身代ごと

に，歴史的に，考察したい3'1)。

ｌ）－世の適応過程

一世を取り巻く「コソテクスト」としては，日本から

の移民が開始された当時，アメリカは資本主義経済の発

達によって'１，脱模経営から大規棋経営への転換Iu1を迎

え，農村部においても都市部においても，低廉な労働力

を必要としていたという経済状況があげられる。特に，

日本人移民の到着したカリフォルニアはゴールドラッシ

ュ後の急速な発展途上にあり，多くの「適所」が存在し

ていた。また，支那人排斥法（1882年）によって安ＩＩｌｉ

な中国人労|助力が途絶し，これに代わる労働ﾌﾟ｣が必要と

されていたこともあげられる。しかし，当時のアメリカ

社会には，帰化権を自由白人に限定した帰化法（1870

年)，カリフォルニアを含む西部の数州における「異人

種間婚姻禁止法」等の法的差別があり，「黄金期カリフ

ォルニアの息子たち」等の人概差別的な組織がある難，

きわめて人穂的偏見や人種意識のつよい社会的な土壌が

あった2`)。

一世の「エスニシティ」は日本文化，日本的なIli値，

人種的な特徴を基盤とした，エスニヅク集団や祖国日本

への帰属意識であった。彼らの「エスニシティ」は，コ

ア社会から受けた差別や偏見に対して，その成員の統合

と，精神的な安定を図る表出的な機能をもっていた。同

時に，それは経済的利害によって結びついた連帯であ

り,「頬し識｣等の経済的な相互扶助,白人同業者から「適

所」を守るための「日本人靴lj1Mu会」（1892)，農業労lmI

者の賃上げや労働条件の改善をⅡ指した「フレスノ労働
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た。戦後には，二世を'''心としたⅡ系市民協会(JACL）

の尽力で勝ち取られたウォルター・マツカラン法（1952

年）によって，－世の帰化が可能となり，アメリカ市民

として永住するに至った。

文化的・社会的な適応は以下の通りであった。ilill度的

差別やⅢ,i見によってコア社会の成員となることを,iMめら

れなかったため，エスニック・コミュニティが形成さ

れ，社会関係はエスニック集団の成員間に限られてい

た。新天地でコア社会の成員とはコミュニケーションが

困難であるために移民がエスニヅク・コミュニティを形

成し，エスニックな連滞をもつのは常であるが，一世の

持ち込んだ日本文化（家族的迎'111r，集団の規範をilji調す

る日本的Illli値，出身県への帰属意識等）はこの旧i向を1M）

長したと思われる。このようなエスニックな連帯に加え

て，日本移民が文化的可視性を持っていたことも排日に

つながった。定着期に行われた「写真結婚」はコア社会

の成11には奇異で非道徳的なものにM｣(われ，’1,,1兇が１１iii化

された３０)。一世の準拠集団は家族，日系人コミュニテ

ィ，あるいは出目国日本であり，コア社会の言磯を習得

したり，その文化をFi極的に取り入れることに消極的な

姿勢につながり，その結果，文化変容は遅々としたしの

となり，排日の気運を高めた。なかには,帰国の時のこと

を考え，二世に日本で教育を受けさせた一世もおり，日

本語学校や家庭においても日本的なＩｌＵｉ値が教えられてい

たことも，コア社会の反感につながった３１)。また，初期

には単身の出稼ぎ労働者が多かったため，－世はきわめ

て低い生活水準に甘んじ，また，賭博，売春等が横行し

たため，日本人は文化的に劣っていると解釈され，人種

的・民族的偏見が助長された32)。しかし，「永住者スト

ラテジー」が選択されるようになると，排日の気運を鎮

静するために，日系人が「同化可能な」エスニック集団

であることをコア社会の成員に提示していこうという動

きが起こり，アメリカ式の衣服，習慣等を取り入れる

｢外面的な同化」が推進され，なかにはコア社会の宗教

や価値も取り入れて「内面的な同化」を目指す者もい

た33)。

２）二世の適応過程

日本人の両親を持ちながらアメリカに生まれ育った二

世はアメリカ国籍をもっていたため，その適応は－世と

は大きく異なるものであった。また，戦前と戦後でも異

なっている。二世にとって，最も重要な国際的「コソテ

クスト」としては，戦前の日米関係の悪化，特に第二次

世界大戦があげられる。アメリカ・コア社会の「コンテ

クスト」としては，大戦下の１１iii制収容所への強ill退去，

Ⅱ系アメリカ人の徴兵(ljllからの無条件の除外といった法

的選別があげられる。戦後は，住居や公共施設使用に関

する法的差別，異種族間結婚の法的な禁止などの制度化

された差別は撤回された。しかしながら，ほとんどの社

交クラブ，カントリー・クラブ，フラタニティ，ソロリ

テイ等の私的な組織は事実上日系人に開放されていなか

った")。１９５０年頃から，二世部隊の活躍によってコア

社会の日系アメリカ人に対する偏見は和らぎ，プラスの

ステレオタイプがみられるようになった。

二世において，「エスニシティ」は家族やⅡ系コミュ

ニティから学んだ日本文化，日本的な価値，人種的特

徴を艦盤とし，政治的・経済的利害によって結びついた

手段的な連帯でもあった。しかし，帰属意誠という点で

は日系コミュニティとコア社会を準拠集団としており，

非常に複雑であった。二世は人種差別や排日といった

｢コソテクスト」において第一次的な人間関係は日系コ

ミュニティに限定されていたが，エスニック・コミュニ

ティとコア社会との間を日常的に移動していたため，

｢ロ本人」としての「エスニシティ」を意識化せざるを

えない状況にあった。にもかかわらず，日米関係の悪化

から第二次世界大戦という非常事態において，自らの持

つアメリカ国籍，国家へのAI}属を強調し，アメリカ国民

としての自己提示をおこなった。これは，ＩＲＩ家としての

アメリカへの帰属意識はエスニック・コミュニティへの

帰属意識の消失を意味するものではなかった。

二世の「ストラテジー」は「成員ストラテジー」であ

り，基本的にはコア社会の価値を受け入れ，横極的に自

らをコア社会のなかに位慨づけてゆこうとするものであ

った。

二１１tの適応の特徴はアメリカ生まれであること，－世

が教育を重視したことによって，戦前においても，教育

の傾城では比較的コア社会に統合されていたことであろ

う。しかし，戦前には，たとえ学歴をもっていても人種

差別によって，コア社会において職業に就くことができ

ず，コア社会の経済階層を上昇することは不可能に近か

った。専門（医者，法律家，会計士など）の教育を受け

た者の中にさえ，日系コミュニティにおいても専門職に

就けず，自営業を継いだりする者もいた3`)。

二世の場合，アメリカ国籍をもっており，差別や偏見

を甘受しながらもアメリカ社会に永住し，成員として生

きていくという「成員」ストラテジーをもっていたこと

が，その適応を大きく規定したと考えられる。東洋人排

斥，排日の気運の高まりに対して，戦前においても，二

ｌＩｔは人種的な差別に抗議し，アメリカに,忠誠な市民であ
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ることを声明する意図をもって，「米国忠誠協会」を結

成し，これが後にＪＡＣＬへと発展していった。ＪＡＣＬ

はそのネットワークを親'1米人にまで広げ，いくつかの

排日法案を阻止する等，政治的機能も果していた。排日

の気運は時とともに静まるどころか，第一次大戦によっ

てアメリカのナショナリズムは一層高柵し，「100％ア

メリカニズム」（｢アメリカニゼイション｣）運動が腰|Ｍ

され，激化していった。このような「コソテクスト」に

応じて，多くの二世が日本国籍を放棄しアメリカ国縞

を選択した。このように，自らがアメリカ市民であるこ

とを強調し，アメリカへのアイデンティティを明示する

ことは，二世がアメリカ社会で生き残っていくために選

択した行動であったといえるであろう。

第二次'１１:界大戦に際しては，相手国を('1国に持つ移民

に圧力がDIIえられていった｡他のエスニック集団には例

を承ないことであるが，カリフォルニア，オレゴン，ワ

シントンの三州に居住していた日系人はアメリカ国篇を

もった二世も含めて，強制立ち退きを余儀なくされた□

その多くは強制収容所に隔離されたため，コア社会とは

切り離された生活を強いられた。このようなコア社会

の強制立ち退き政策に対して，ＪＡＣＬはむしろ協力的で

あった。強制収容所に隔離された後も，」ＡＣＬは対米忠

誠運動を展Ｉｌｌ]し，大統領に二世の徴兵撹務を復活させる

ように請願したのである。アメリカのために戦うことが

終局的には日系人を強制収容所から解放し，他のアメリ

カ人と同じ権利を回復させる最善のiiiであるというのが

当時ＪＡＣＬのリーダー，マイク．マサオカの信条であ

った。この請願は受理され，二世の志願兵によって第

442大隊（アメリカ本土の二世中心）と第１００大隊（ハ

ワイの二ｌＵｊが構成された。しかし，このような非常時

に際して，日系人のあり方は一様ではなく，ＪＡＣＬをリ

ーダーとした穏健派と，Ai1米組をリーダーとした日本帝

国主義を支持する過激派の対立がみられる等，様をな

｢ストラテジー｣，「エスニシティ」の葛藤があったこと

に留意しなければならない。

戦後，第二次世界大戦における二世部隊の活躍がアメ

リカへの忠誠心の証として認められ，１１系アメリカ人全

体がコア社会から信頼を得たことによって，コア社会の

なかで「モデル・マイノリティ」としての地位を獲得し

た。法的な差別が廃止されたこと，また，強制立ち退き

によって戦前に築き上げた経済基盤が崩壊したことによ

って，経済の領域においても，二世のコア社会への統合

が進んだ。復員軍人の権利であるＧＩ・ピルによって教

育の機会を得たことも職業階層における上昇につながっ

た。政治の領域においても，カリフォルニア州からＹ・

ミネタやＲ､Ｔ､マソイなどの議員が選出され，コア社会

への政治参加もみられるようになった。コア社会の成員

としてi認められた二世は，ＪＡＣＬのネットワークによっ

て，新移民帰化法を成立させ（1952年)，一世の市民権

獲得に成功した。しかし，日系人がアメリカにおいて体

験してきた被差別背としての歴史によって脳裏に焼き付

いた差別への恐れから，雇用の際に差別されることの少

ない職業を選択する二世が多いことにも留意しなければ

ならない33)。

二'１ｔの文化的適応は一様ではない。主流を占めている

のは日本文化とアメリカ文化の両方に順応しているグル

ープであるが，アメリカの生活様式に完全に同化すべき

だと考えているグループ，帰米二'１１などに染られるよう

に''水文化やlllli値を｝l膳ら続けているグループ，少数では

あるが，差別を忘れられず反米感情をもっているグルー

プがzLられることが指摘されている３７)。

３）三世の適応過程

三IU:は一世，二'''二と異なり，「アメリカ人になること

に努力を必要としなくてもすんだ|止代」である3D･三世

にとって重要な国際的「コンテクスト」としては，ベト

ナムｌｉＭｒｆでのアメリカの挫折，経済大|]Nilとなった|]本，

日米貿易摩擦があげられる。アメリカ・コア社会の「コ

ンテクスト」としては,法的な差別のみならず,社交クラ

ブ等の私的な組織への制度的な差別がなくなったことが

あげられる。日系アメリカ人に対する偏見やステレオタ

イプは存続しているが，戦前のように必ずしもマイナス

のステレオタイプではなく，「勤勉｣，「礼儀正しい｣，「お

となしい」等のプラスのステレオタイプが増えた。その

社会的な背景としては，公民権運動，ベトナム反戦運動

等が繰り広げられ，従来のアメリカ的生活様式や社会秩

序を揺るがす気運がもりあがっていたことがあげられ

る。

三'１kの「エスニシティ」は多様である。重要な蕪盤と

してば人種的な特徴，アメリカにおける日系人の歴史，

民族的遺産としての日本の伝統文化があげられる。エス

ニシティは日常生活において機能する手段的・表出的連

‘lillfから，エスニヅク集団や文化への観念的な帰属意識へ

と変化してきたように思われる。しかし，強制立ち退き

というロ系人の歴史，根強い偏見やステレオタイプは，

三世においてもエスニックな連帯に手段的な機能を与え

ている。この例としては，ＪＡＣＬの活動があげられる。

テレビ等のマス・ゴミにおいて，東洋人はしばしばコミ

カルに描かれ，偏見を創り出しているとの指摘もあり，
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ＪＡＣＬはマス・ゴミの描くステレオタイプが妥当でない

場合，テレビ局等に抗議を申し入れる等，ステレオタイ

プや偏見の除去のために活動を行っている3,)。また，

1970年にＪＡＣＬ大会で政府に対する強制立ち退き損害

補償請求が取り上げられ，ＪＡＣＬ内部の怠見が対立した

が，若い三世の桁尊者層を中心とした活動の結果，１９８８

年にこの損害MjMtが実現したのであったｲo)。

ＪＡＣＬの他にも，三世の「エスニシティ」は様々な活

動に反映されている。公民権運動やペトナム反戦運動等

によって従来のアメリカのＷＡＳＰ優位のllli値観，秩序

が揺らぎ始めたことを背景に，コア社会の人樋差別や偏

見に抗議し，「エスニシティ」の枠に留まらず，アジア

人の人極的連帯によるイエロー・パワー遡動やイエーロ

ー・プラザーフッド運動を展開するラディカルな三世も

現われた。また，地道な日系コミュニティ（めぐまれな

い一人暮しの一'11:への奉仕活動等）への|<|:会奉Ⅱ:活動を

通してエスニック・コミュニティとの関わりをもつ三世

もいる。被差別者としての日系人史も三世のエスニシテ

ィのあり方に影轡を与えている。強制収容所へ送られる

前のレセプション・センターのあったマンザナーには三

世の募金によって慰霊塔が建てられ，「巡礼」が行われ

ているい）･エスニック文化に一切関心を|$にない三|比も

いれば，１１本人''1Jを中心とした日系コミュニティの活動

に参加し，１１本文化の象徴的な部分ともいえる伝統〔１９行

事や芸術の活性化に情熱を傾ける三ｌｌＩｒもいる。江DMはこ

のような三世の11本文化への関心を単に伝統的な日本文

化への回帰ではなく，「日系アメリカ文化」の創造とし

て捉える必要があることを指摘している`2)。

三世のストラテジーは「正員ストラテジー」であり，

コア社会の正貝として社会階層のより,rliい地位に自らを

位置づけようとするものであった。それは，二世の築い

た「モデル・マイノリティ」の構成風としての地位には

飽きたりず，おとなしい成員から平等の権利のもとに自

己を主張する「正員」としてのストラテジーである。

三世の適応の特徴は制度的な差別がなくなったことに

よって，コア社会の経済に組み込まれ，職業階層におい

ても上昇がみられ，管理職，専門職が増加していること

である。この背』(として，以前は閉鎖的であった分野，

広告，減１１}'|，マス・コミ等の職業にも就けるようになっ

たこと，あるいは強制立ち退きによって経済的基盤とし

ての日系コミュニティは崩壊しており，コア社会の経済

に職を求める必要性があったことも指摘できるであろ

う。社会的にも１M見が和らぎ，多様な適応の状況がみら

れる。三世は日系人との交友をもたない者も多く，婚姻

第３１１３．１９９１

的同化も進んでいる。一方で，アジア系のフラタニティ

やソロリティを好む三世も多い`3)。しかし，日系人ある

いはアジア人に対する人種的な偏見やステレオタイプは

持続し，多くの三世が被差別的な経験をもっている鑑)。

また，教育や資格が重要とされる無雌な職業を選択する

三世が大半をしめていることも指摘されている４５)。

文化的な適応についていえば，三世の思考や行動様式

のアメリカ化はめざましく，一'１ｔ，二世との間に大きな

ギャップが糸られる。－世や二世から承ると，「三世」

は「アメリカ人」であり，不適当な言動やその理由を説

明するのに「三世」という語がしばしば使われてい

る``)。また，三世は，思考，行動撒式の点では明らかに

「アメリカ人」であるが，他方で，勤勉，教育，忍耐，家

族やコミュニティの連帯等の－世，二世から伝承された

'1Ⅱi値をjIMli持し，ハンセンの指摘する「エスニック・リバ

イバル」が染られるという研究報告がなされている４７)。

今日，日米縫済摩擦が表面化し，１１糸アメリカ人の適

応は新たな局面を迎えている。国際的な「コンテクス

ト｣，日米ＩＨＩ係はある意味で悪化しており，ロ系人に対す

る社会的な敵意が呼び覚まされてきている。日系企業の

進出が経済的侵略として捉えられ，日本の捕鯨が批判さ

れ，Ⅱ系アメリカ人は再び日米関係のはざまで揺れつつ

ある。1978年のＪＡＣＬ大会では，マスメディアで「Jap」

再びというNiが頻繁に用いられ，反|｣感慨，反日系アメ

リカ人感↑１１{が高まってきていることが問題とされ，１９７０

年代には「日系アメリカ人は日本人ではなく，アメリカ

人である」というキャンペーンの是非が議論されてい

た４９)。１９８３年には，経済不振に苦悩する自動車産業の

中心地デトロイトで，中国系アメリカ人が日本人と間違

えられて口人労働者に撲殺され，しかもきわめて軽い刑

罰で拘剛を免れたという象徴的な事件が起こっている。

このようなlRl際的な「コンテクスト」の変化は，今後の

日系人の「エスニシティ」，「ストラテジー｣，そして適

応に影響を及ぼすであろう。

５゜むすびにかえて

／|)sIMiでは，’1糸アメリカ人の研究に用いられてきた同

化理,術の視点，世代理論の視点及びミドルマン・マイノ

リティの視点を検討し，それらの批判を踏まえて，日系

アメリカ人の適応に関する分析枠組を仮説的に提示し

た。さらに，その分析枠組を用いて，歴史的に，世代を

追って，１１系アメリカ人の適応の過程の再解釈を試み

た。ロ系アメリカ人の適応は，同化理論の枠組で捉えら

れているような漸進的なアメリカ化へのプロセスではな
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ofEthnicSolidarity：SmallBusinessinthe

JapaneseAmericanCommunity，Berkely，Uni、

versityofCaliforniaPress，1980ｊｐｐ、13-36.

これに対して，キタノは異なった角度からミドルマ

ン・マイノリティの現象を捉え，その特徴として，

文化様式やネットワークも含めた集Niの可視性，ホ

スト文化の構造と対応，そのシステム内部の櫨力関

係をあげているコキタノは，Ⅱ系アメリカ人は非白

人で，勤勉や節約といった価値，適度な上昇への期

待，家族やコミュニティのシステムのような組織の

ネットワークという点で肉体的および文化的可視性

をもっていること，集中的な偏見，不利益，ステレ

オタイプ，隔離の経験，上位集団と下位集団に挾ま

れた弱い位置に置かれている等の特徴をもってお

り，ミドルマン・マイノリティの条件をみたしてき

たが，最近ではこのような状況も変化してきている

と主張している。キタノが人種的，文化的可視性を

考慮している点は重要である。HarryKitano,“Jap‐

aneseAmericans；ＴｈｅＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆＡｍｉｄ‐

dlemanMinority'iPacificHistoricalReview43，

1974,ｐｐ、500-519．

Ｐａｒｋ，ａｎｄMiller，ｏｐ．ｃit.，ｐ、180．

Ｐａｒｋ，ｏＰｃｉｔ.，ｐ、251.

1ｂｉｄ･ＤＰ・ｌ５Ｌ

Ｉｂｉｄ.，ｐ、209．

WilliarnPetersen，“SuccessStory：Japanese

AmericanStyle,''ＴｈｅＮｅｗＹｏｒｋＴｉｍｅｓ，Ｊａnuary

９，１９６６，inMinorityResponses：Comparative

ViewsofReactionstoSurbordination，Minako

Kurokawa，ｅｄ.，ＮｅｗＹｏｒｋ，RandomHouse，１９７０，

ｐｐ、169-178.

Ｗ・Petersen，JapaneseAmericans：Oppression

andSucess，ＮｅｗＹｏｒｋ，ＲａｎｄｏｍHouse，1971．

WiIliamCaudill，“JapaneseAmericanPersonality

andAcuulturation/，GeneticPsychologyMono-

graphs，４５，１９５２，ｐｐ、3-102．

HarryKitano，JapaneseAmericans：TheEvolu、

tionofASubcultre,EngIewoodCliffNew

Jersey，Preentice-HalL1976，ｐｐ、124-126．

PaulTakagi，“TheMythofAssimilationm

AmericanLife,”AmerasiaJouranl，２，１９７３，ｐｐ、
１５１－１５２．

Ｅ・BonacichandlModell，ｏｐ・Cit.，ｐｐ、34-36．

Hosokawa，ｏｐ・Cit.，ｐ、３．

Ｋｉｔａｎｏ，1976,ｏｐ・Cit.，ｐ、５．

JohnConnor，AcculturationandTheRetention

ofＡｎＥｔｈｎｉｃｌｄｅｎｔｉｔｙｉｎＴｈｒｅｅＧｅｎｅｒａtionsof

JapaneseAmericans，SanFrancisco，Ｒ＆ＥＲｅ‐

searchAssociations，Inc.，１９７７．

，TraditionandChangemThreeGenera．

い。また，その文化的な適応は，人種的可視性を有して

いるため，世代理論が提示する枠組によっても捉えられ

ない。特に日系三世のエスニシティのあり方を同化によ

る安定を前提とした単なる民族的遺産への回帰として説

明することはできない。さらに，ミドルマン・マイノリ

ティ理論が指摘する要因，移民のもつ文化的特徴，移民

の置かれていた状況，コア社会の特徴の糸からも把握で

きない。日系アメリカ人の適応は，コソテクスト，エス

ニシティ，ストラテジーによって相互作用的に変化する

過程として捉えなければならないであろう。換言すれ

ば，日系アメリカ人の適応は，コア社会の文化を学習す

ることによって文化変容が進行し，構造的な統合がおこ

る過程ではなく，コソテクストに制約されながらも，ス

トラテジーによって意図的に方向づけられ，エスニシテ

ィによっても規定される過程として捉えなければならな

い49)。

最後に，「日系アメリカ人の成功物語」の意味も問い

直されなければならないであろう。「成功物語」が賞賛

を得たことの背景には，公民権運動やベトナム戦争によ

って従来の価値体系や秩序が崩壊し，苦悩するアメリカ

の姿があったのではないだろうか。「成功物語」は，「日

本文化とＷＡＳＰ文化の類似性や適合性」を強調するこ

とでかつての「成功」の神話に象徴される，「古き良き

アメリカ」の伝統文化へのノスタルジアをそこに見い出

そうとしたものとして捉えられるであろう。

本論は，日系アメリカ人の適応をめぐる分析枠組を試

験的に論じたものである。今後，一次資料を詳細に検討

し，日系アメリカ人の適応をめぐる分析枠組をさらに精

繊化させていきたい。
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8）
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StudyNewYorkPraeger,1981.

BonacichandModeilLop･Cit、

23）BonacichandModeilLop・Cit，

24）本稿における日系アメリカ人の考察にはハワイの日

系人のケースはふくまれておらず，本土西部の日系

アメリカ人のケースを中心としている。また，世代

の分類については，１９８０年代から強制収容所までの

時期を一世時代，雛二次世界大戦からi戦後の数十年

間を二世時代，１９７０年代以降を三世時代として考察

を進める。この世代の時代区分については以下の文

献を参照されたい。

HarryKitanoandRogerDaniels，AsianAmeri‐

cans：EmergingMinorities，EnglewoodCliffs，

NewJersey，PrenticeHall，1988,ｐｐ、52-75.

25）「黄金期西部アメリカ生まれの息子たち」は結成時

には歴史資料収集等の活動をおこなっていたが，

１９０７年以降東洋人排斥迎1liljを展開した。

26）日系コミュニティのリーダーやメディアが永住志向

の芽生えにどのように関わっていたかについては，

Ichiokaの著書を参照されたい。

YujilchiokaThelssei：TheWorldofThe

FirstGenerationJapaneselmmigrantsl885-1924，

ＮｅｗＹｏｒｋ，ＦｒｅｅＰｒｅｓａｌ９８８０ｐｐ、１４ｅ175.

27）１８６０年から１８７０年代にかけては大陸横断鉄道の建

設をはじめ，各分野で中匹１人労働者が雇用されてい

たが，支那人排斥法によって中国人労ljllI者が途絶し

たため，日系人がこれに代わる労lmI力となった。日

系人の従事していたﾂjMillは鉄道労働，鉱１１１労Ii1lj，製

材労働，農業労IlH1，家内労I1M1に大別さｵLている。カロ

藤新一編『米国日系人TTT年史一在米日系人発展紳士

録」新日米新ＩｌＩｌ社，196lイト，１０４頁および２４９頁.

日本人労働者の賃金I士，ワシントン州の製材所の白

人労働者の日給が2.60-3.50ドルであったのに対

し，日給1.75-2.75ドルであった。JoeFeagin，

“JapaneseAmericans,”inRacialandEthnic

Relations,EnglewoodCliffs,NewJersey,Prentice‐

Hall，1984,ｐ、336.

28）都市部においてみられた'1,規模な事業には，切花植

木業やグロサリー及び野菜果物業等の米人を相手と

するものと，日本食料品を扱う食糧雑貨の小売商，

日本の書籍を扱う害編雑誌店等の日本人を相手とす

るもの，洗彌業，床屋，レストラン業やホテル業，

靴工業等の両者を対象とするものがあった。このよ

うな－世の商業，特に白人をその対象としている商

業の発展に対して，排斥のlMjきがみられた。その例

をあげると以下の通りである。ｎ人相手の商業とし

ての靴工業は比較的早い時期にその隆盛をむかえて

いたが，１８８７年前後に白人鍵本家から圧迫をうけ

た。また，白人工場経営者が秘密:鯉に工場を設け，

日本人靴工を起用していたことに対し，白人職工組

合による排斥運動が起こった。この排斥を期に，日

系人経営の靴工場が設立され，１８９３年には靴工同盟

会を結成し，共同購固及び販売組合を組織した。ま

た，白人を顧客とする洗柵業においても，１９０７年頃

から排斥が激化したが，日本人|Ijj業者は同盟を結成

し，購買組合を組織して対抗した。以上については

前掲書，74-81頁を参照されたい。また，農村部に

おけるl｣系人の発展は，1902,3年頃から土地購入

者が続出し，１９０９年にはカリフォルニア州において

２万エイカーの土地がⅡ本人の手にわたったことか

らもうかがえる。艘業における一世の発展について

は，以下を参照されたい｢，加藤新一前掲書，30-32

頁。

BonacichandModeill，ｏｐ・Cit.，ｐｐ、58-63．

排日移民法の制定を契機として，「帰国者ストラテ

ジー」へと変更し，帰国した者も多数みられる一方
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